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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷手段に供給する印刷シートが収容される給紙トレイと、前記印刷手段により印刷さ
れて排出される印刷シートを受ける排紙トレイとを備えた印刷装置であって、
　前記給紙トレイは、給紙トレイとして機能する使用位置と、前記排紙トレイを収納して
装置本体に収納される収納位置とに移動可能とするべく、前記装置本体に回動可能に設け
られ、
　前記排紙トレイは、前記給紙トレイ上に収納される収納位置と、前記給紙トレイの上面
から所定の間隔を隔てて開離することにより前記給紙トレイに印刷シートの収容を可能と
し、且つ前記排紙トレイ上において前記印刷手段から排出される印刷シートの受け取りを
可能にする使用位置とに移動可能にして前記給紙トレイに設けられるとともに、その使用
位置において前記給紙トレイに対して回動可能に設けられ、
　前記給紙トレイ及び前記排紙トレイが共に前記使用位置にあるときに、前記給紙トレイ
上の前記排紙トレイを前記給紙トレイに対して上方に回動することにより、前記給紙トレ
イ上への印刷シートの装填を可能とする一方、前記給紙トレイが印刷シートを収容した状
態で前記使用位置にあるときに、前記排紙トレイをその排紙トレイの前記使用位置から前
記収納位置に移動させようとすると、前記排紙トレイが前記給紙トレイに収容されている
印刷シートの干渉を受けてその排紙トレイの前記使用位置から前記収納位置への移動が阻
止されるように構成したことを特徴とする印刷装置。
【請求項２】
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　前記排紙トレイが、その排紙トレイの前記使用位置まで移動するときに、前記排紙トレ
イが前記給紙トレイ上で印刷シートの排出方向側に移動することを特徴とする請求項１記
載の印刷装置。
【請求項３】
　前記給紙トレイは、そのトレイ上に装填される印刷シートを位置決めする位置決め部を
備え、前記排紙トレイは前記給紙トレイへの収納時に前記位置決め部に係合されてその収
納状態にロックされることを特徴とする請求項１記載の印刷装置。
【請求項４】
　前記給紙トレイ及び前記排紙トレイが装置本体の所定の収納位置に収納されたときに、
装置本体に設けられる印刷シートの給紙口及び排紙口を覆うことを特徴とする請求項１記
載の印刷装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、所定のサイズの印刷シートを給紙するための給紙トレイと印刷後の印刷シー
トを受ける排紙トレイとを備えた印刷装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より転写紙表面のカラーインク液をサーマルヘッドの熱で溶かしたり、昇華させた
りして、あるいはカラーインク液を噴出させたりして、印刷シート上の所望の位置に文字
や画像情報に応じてカラー印刷を行なう印刷装置が知られている。
【０００３】
　このような印刷装置に所定サイズの印刷シートを使用する場合、所定サイズの印刷シー
トを多数積載した給紙トレイから印刷シートを１枚ずつ分離して印刷装置に供給し、また
印刷後に排紙される印刷シートを受ける印刷シートの給・排紙機構が必要となる。
【０００４】
　特開平６‐３１２５５１号公報に記載される印刷装置は、装置本体の上面部分に給紙口
と排紙口とが設けられ、その装置本体の上面部分に給紙口と排紙口の位置にそれぞれ対応
させて給紙トレイと排紙トレイとが上下に重なるように設置されている。
【０００５】
　このように、この従来の印刷装置においては、給・排紙機構を構成する給紙トレイと排
紙トレイとが、装置本体の上面部分に設置されるものであり、この印刷装置の使用不使用
時にかかわらず、装置本体の定位置に固定して設けられている。
【特許文献１】特開平６‐３１２５５１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述のように、前記従来の印刷装置においては、給・排紙機構を構成する給紙トレイと
排紙トレイとが装置本体の上面部分に設置されるものであるが、装置本体が比較的大型の
印刷装置であれば、給紙トレイ及び排紙トレイを装置本体に固定して設置しておく余裕の
スペースがあるが、小型の印刷装置にあっては、給紙トレイ及び排紙トレイを使用時と同
じ状態に設置しておく余裕のスペースがなく、装置形状のコンパクト化の障害となるとい
う問題がある。
【０００７】
　本発明はこのような問題点を解決するものであり、装置の不使用時には給紙トレイ及び
排紙トレイをコンパクトに収納し、装置の小型化を実現でき、またその収納操作を簡単に
行なえ、更に収納時以外のときに給紙機能にトラブルが発生することがない印刷装置を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　請求項１の発明は、印刷手段に供給する印刷シートが収容される給紙トレイと、前記印
刷手段により印刷されて排出される印刷シートを受ける排紙トレイとを備えた印刷装置で
あって、前記給紙トレイは、給紙トレイとして機能する使用位置と、前記排紙トレイを収
納して装置本体に収納される収納位置とに移動可能とするべく、前記装置本体に回動可能
に設けられ、前記排紙トレイは、前記給紙トレイ上に収納される収納位置と、前記給紙ト
レイの上面から所定の間隔を隔てて開離することにより前記給紙トレイに印刷シートの収
容を可能とし、且つ前記排紙トレイ上において前記印刷手段から排出される印刷シートの
受け取りを可能にする使用位置とに移動可能にして前記給紙トレイに設けられるとともに
、その使用位置において前記給紙トレイに対して回動可能に設けられ、前記給紙トレイ及
び前記排紙トレイが共に前記使用位置にあるときに、前記給紙トレイ上の前記排紙トレイ
を前記給紙トレイに対して上方に回動することにより、前記給紙トレイ上への印刷シート
の装填を可能とする一方、前記給紙トレイが印刷シートを収容した状態で前記使用位置に
あるときに、前記排紙トレイをその排紙トレイの前記使用位置から前記収納位置に移動さ
せようとすると、前記排紙トレイが前記給紙トレイに収容されている印刷シートの干渉を
受けてその排紙トレイの前記使用位置から前記収納位置への移動が阻止されるように構成
したことを特徴としている。
【００１１】
　請求項２の発明は、請求項１の発明において、前記排紙トレイが、その排紙トレイの前
記使用位置まで移動するときに、前記排紙トレイが前記給紙トレイ上で印刷シートの排出
方向側に移動することを特徴としている。
【００１２】
　請求項３の発明は、請求項１において、前記給紙トレイは、そのトレイ上に装填される
印刷シートを位置決めする位置決め部を備え、前記排紙トレイは前記給紙トレイへの収納
時に前記位置決め部に係合されてその収納状態にロックされることを特徴としている。
【００１４】
　請求項４の発明は、請求項１の発明において、前記給紙トレイ及び前記排紙トレイが装
置本体の所定の収納位置に収納されたときに、装置本体に設けられる印刷シートの給紙口
及び排紙口を覆うことを特徴としている。
【発明の効果】
【００１９】
　請求項１の発明によれば、給紙トレイに排紙トレイを収納することができるため、小型
な印刷装置を実現できる。また、給紙トレイ及び排紙トレイが共に使用位置にあって給紙
トレイに印刷シートが装填されているときに、誤って排紙トレイを使用位置から収納位置
に移動すると、その動きが印刷シートにより阻止される。したがって、その誤りをユーザ
に認識させることができ、ユーザに誤った操作を気付かせることで、そのような操作を行
ないそのまま放置しておくことに対する抑止効果があり、誤操作が抑止されることにより
給紙トレイからの給紙機能に障害が出ることを防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下、この発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００３０】
　図１は本発明の一実施形態に係る印刷装置の前面側から見た外観斜視図、図２はその印
刷装置の背面側から見た外観斜視図である。
【００３１】
　この印刷装置は、住所録を作成するとともに葉書などの文面を編集し、葉書の宛名印刷
及び葉書の文面を印刷するワープロ機能を有し、またデジタルカメラで撮影した写真画像
を取り込んで印刷する写真画像の印刷機能を有している。
【００３２】
　図１において、印刷装置は箱型の装置本体１を備え、この装置本体１の前面２側には、
ワープロとして使用する場合に文書データを入力するキーボード３を備えている。このキ
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ーボード３は装置本体１の前面パネル４の下部に回動可能に取り付けられており、ワープ
ロとして使用する場合には図１のように前面パネル４の前側に倒して水平状態とし、使用
しない場合には垂直向きに起し、前面パネル４に当接させて収納することができるように
なっている。
【００３３】
　キーボード３は、住所録や葉書の文面を入力するための文字・記号入力キーを備え、文
面の編集、表示画面の制御、印刷などに必要とする各種の制御キーを備えている。
【００３４】
　５は装置本体１の前面パネル４に設けた印刷シートの逃し穴であり、印刷動作時に印刷
シートの一部が搬送の過程でこの逃し穴５から装置本体１外に突出する部分である。また
、前記キーボード３は装置本体１の前面部に立てて収納可能にしているため、キーボード
３にも逃し穴５に対応して同様の逃し穴６が設けられている。
【００３５】
　装置本体１の上面７に位置する上面パネル８には、キーボード３から入力されたデータ
を表示し、各種の設定に必要なメニュー画面を表示し、またデジタルカメラから取り込ん
だ写真画像を表示するなどの他に、この装置で必要とする各種の情報を表示するための液
晶表示部９が設けられている。この液晶表示部９はユーザが見やすいように正面側に向け
てチルトする構成が採用されている。
【００３６】
　また、装置本体１の上面パネル８には、装置の電源をオン・オフするための電源ボタン
１０が設けられており、更にキーボード３とは別に写真画像の印刷処理などに対応するキ
ー操作部１１が設けられている。そして、このキー操作部１１には、液晶表示部９に表示
されるカーソルを移動制御するためのカーソルキー１２、表示画面上での種々の選択決定
などを行うための決定キー１３、印刷を指示するための印刷キー１４が設けられている。
【００３７】
　図２に示すように、装置本体１の背面１５には凹部１６が形成され、この凹部１６の下
半部には装置本体１内に通じる給紙口１７及び排紙口１８が設けられ、この給紙口１７及
び排紙口１８に対応して給紙トレイ１９及び排紙トレイ２０が設けられている。
【００３８】
　また、装置本体１の背面１５に形成された凹部１６の壁面には、操作手段として、複数
種類のメモリカードの装着が可能なカードスロット２１ａ～２１ｄが設けられており、メ
モリカードが装着されると、メモリカードの端子がカードスロット２１ａ～２１ｄ内のコ
ネクタ端子に接続して画像データが印刷装置側に読み出し可能となる。
【００３９】
　この印刷装置では、メモリカードから読み出した複数の画像データに対応する画像が前
記液晶表示部９の画面に縮小して表示され、ユーザは所望の画像を選択し、それを所定の
印刷シートに印刷することができるようになっている。
【００４０】
　図４ないし図６には装置本体１に対する前記給紙トレイ１９及び排紙トレイ２０の取付
構造を示してあり、給紙トレイ１９はその後端両側部がピン５０を介して装置本体１にお
ける凹部１５の両側壁に上下方向に回動自在に枢着されている。
【００４１】
　給紙トレイ１９の上面前部側の両側部には起立壁５１が突出形成され、これら起立壁５
１の内側面にガイド溝５２が形成されている。各ガイド溝５２は斜めに傾斜して延びる傾
斜部５２ａと、傾斜部５２ａの下端から給紙トレイ１９の後部側に水平に延びる第１の水
平部５２ｂと、傾斜部５２ａの上端から給紙トレイ１９の前部側に水平に延びる第２の水
平部５２ｂとを有するほぼクランク状をないしている。
【００４２】
　前記排紙トレイ２０は前記給紙トレイ１９の上に配置されている。排紙トレイ２０の前
部側の両側部にはガイドピン５４が突設され、これらガイドピン５４が前記各ガイド溝５
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２内に遊嵌されている。
【００４３】
　排紙トレイ２０の下面の両側部にはその下方に突出するように支持脚５５が突設され、
給紙トレイ１９の上面の両側部には前記支持脚５５に対応する摺動溝５６が形成され、こ
れら摺動溝５６内に前記支持脚５５が摺動自在に挿入されている。摺動溝５６は、給紙ト
レイ１９の前後方向に延び、給紙トレイ１９の前部側に位置する深さの深い深溝部５６ａ
と、後部側に位置する深さの浅い浅溝部５６ｂと、その中間部の傾斜溝部５６ｃとを有し
ている。
【００４４】
　また、給紙トレイ１９の後端部には位置決め部材５９が設けられ、この位置決め部材５
９はコ字状をなし、給紙トレイ１９に対して前後にスライド自在に取り付けられている。
そして排紙トレイ２０の後端縁に位置決め部材５０と嵌合可能な切欠部６０が形成されて
いる。
【００４５】
　図４の状態は、排紙トレイ２０が給紙トレイ１９の上面にほぼ密着する収納状態（収納
位置）を示してあり、この収納状態においては排紙トレイ２０のガイドピン５４が給紙ト
レイ２０のガイド溝５２の第１の水平部５２ｂに位置し、排紙トレイ２０の支持脚５５が
給紙トレイ１９の摺動溝５６の深溝部５６ａに位置している。そしてこのときには、排紙
トレイ２０の後端縁部と給紙トレイ１９の後端縁部とがほぼ一致し、かつ排紙トレイ２０
の後端縁部の切欠部６０が位置決め部材５９が嵌合して排紙トレイ２０が収納位置にロッ
クされている。
【００４６】
　この状態から位置決め部材５９を給紙トレイ１９の後方側にスライドして排紙トレイ２
０のロックを外し、さらに排紙トレイ２０を給紙トレイ１９の後方側に移動させると、ガ
イドピン５４がガイド溝５２の第１の水平部５２ｂから傾斜部５２ａを経て第２の水平部
５２ｃに移行し、また支持脚５５が摺動溝５６の深溝部５６ａから傾斜部５６ｂを経て浅
溝部５６ｃに移行し、これにより排紙トレイ２０が給紙トレイ１９の上面と所定の間隔を
隔てて開離する使用状態（使用位置）となる。
【００４７】
　排紙トレイ２０を使用位置に移動させたときには、排紙トレイ２０の後端縁部が給紙ト
レイ１９の後方側に突出する。また、排紙トレイ２０を使用位置に移動させたときには、
位置決め部材５９をスライド操作して排紙トレイ２０の後端縁部をその位置決め部材５９
で支持する。
【００４８】
　給紙トレイ１９はその前端部が装置本体１の凹部１５の下部に回動可能に取り付けられ
ているから、給紙口１７及び排紙口１８を開口させて装置本体１の後方側に水平に展開す
る使用位置と、給紙口１７及び排紙口１８を塞いで凹部１５内に嵌合する収納位置とに移
動することが可能となっている。
【００４９】
　図６（Ａ）、（Ｂ）には印刷装置の内部構造を示してある。
【００５０】
　給紙トレイ１９及び排紙トレイ２０が使用位置に展開され、この状態で給紙トレイ１９
の上に印刷シートが装填される。この印刷シートとしては、ワープロ機能によって葉書を
印刷する場合には葉書が使用され、またデジタルカメラの撮影画像を印刷する場合には専
用の写真印刷用紙が使用される。
【００５１】
　図６において、２５は給紙トレイ１９に重ねて装填された印刷シート４０を最上部より
１枚ずつ装置本体１内に取り込むためのピックアップローラであり、図示しない駆動モー
タにより反時計方向に回転駆動される。このピックアップローラ２５の下側が前述の給紙
口１７で、上側が前述の排紙口１８となっている。
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【００５２】
　給紙時にはピックアップローラ２５の下部に配置された給紙レバー２６が図示しない駆
動機構により給紙トレイ１９の底部の先端付近で印刷シート４０の先端部を突き上げてピ
ックアップローラ２５に向けて押圧する。
【００５３】
　また、２７は取り込んだ印刷シート４０を搬送するための第１の搬送路であり、この搬
送路２７の端部には印刷シート４０の搬送を行うための駆動ローラ２８及び加圧ローラ２
９からなる一対の搬送ローラが配置され、搬送路２７の途中には反射型の光センサからな
る第１の紙センサ３０が設けられている。
【００５４】
　なお、搬送ローラ２８，２９の右側には前述した図１に示す逃し穴５が配置され、装置
本体１内に搬入された印刷シート４０の先端がその搬送の途中に一旦前記逃し穴５を通し
て装置本体１外に突出するようになっている。
【００５５】
　また、３１は第１の搬送路２７を経て搬入された印刷シート４０がその搬送方向を反転
したときに、その印刷シート４０を装置本体１外に搬出案内する第２の搬送路であり、こ
の搬送路３１の途中にはインクジェット方式の印刷機構が配置されている。
【００５６】
　この印刷機構は、ガイドレール３２に沿って印刷シート４０の搬送方向と直交する方向
に移動可能なキャリッジ３３を備え、このキャリッジ３３には、Ｙ（イエロー）、Ｍ（マ
ゼンタ）、Ｃ（シアン）の各色インクを吐出するそれぞれのノズルを有する印刷ヘッド３
４が搭載されている。
【００５７】
　キャリッジ３３には第２の搬送路３１に臨んで第２の紙センサ３５が設けられる。３６
は余分なインクを吸収するインク受け部である。
【００５８】
　また、排紙口１８に臨むように第２の搬送路３１の端部には、印刷後の印刷シート４０
を排出するためにピックアップローラ２５に当接して転動する従動ローラ３７が設けられ
ている。この従動ローラ３７は印刷シート４０の印刷面と反対側の面に接触するピックア
ップローラ２５に対向して印刷シート４０の印刷面に点接する。
【００５９】
　なお、印刷動作時にピックアップローラ２５は駆動モータにより反時計方向に駆動され
、駆動ローラ２８は駆動モータにより時計方向及び反時計方向に駆動される。
【００６０】
　次に、印刷装置の動作について説明する。
【００６１】
　印刷開始の指示があると、図６（Ａ）に示すように、ピックアップローラ２５が反時計
方向に駆動され、給紙レバー２６と協働して１枚の印刷シート４０を第１の搬送路２７に
向けて給紙する。ピックアップローラ２５によって第１の搬送路２７に搬送された印刷シ
ート４０は搬送ローラ２８，２９に受け継がれ、搬送ローラ２８，２９によってその後端
近部が搬送ローラ２８，２９の位置に達するまで更に搬送される。
【００６２】
　印刷シート４０が第１の搬送路２７に搬送される過程で第１の紙センサ３０が印刷シー
ト４０を検知し、印刷シート４０の後端が第１の紙センサ３０の位置を通過してから所定
の距離だけ搬送されてその後端が第１の搬送路２７の端部から脱するタイミングに合わせ
て駆動ローラ２８の時計方向の回転が停止する。
【００６３】
　次に、図６（Ｂ）に示すように、駆動ローラ２８が反時計方向に回転し、この駆動ロー
ラ２８の反時計方向の回転で印刷シート４０は搬入時とは逆に後端側を先端として第２の
搬送路３１に搬入され、排紙口１８に向けて搬送される。
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【００６４】
　第２の搬送路３１における搬送中に印刷シート４０の先端側が第２の紙センサ３５によ
って検知されときに、その検知に基づいてキャリッジ３３がガイドレール３２に沿って移
動するとともに、印刷ヘッド３４が駆動され、印刷シート４０に対する印刷が行われる。
【００６５】
　印刷が終了すると、印刷シート４０はピックアップローラ２５と従動ローラ３７によっ
て排紙口１８を介して装置本体１外の使用位置にある排紙トレイ２０の上に排出される。
【００６６】
　排紙トレイ２０を収納位置から使用位置に変えたときには、図４に示すように、排紙ト
レイ２０の後端縁部が給紙トレイ１９の後方側に突出するように、排紙トレイ２０が給紙
トレイ１９の上で印刷シート４０の排出方向側に移動する。このため、排出される印刷シ
ート４０を的確に受け取ることができ、また排紙トレイ２０を排出される印刷シート４０
を受け止める適所に移動できることで、排紙トレイ２０の形状をその機能を果たせる限度
に小型化することもできる
　給紙トレイ１９の上に印刷シート４０を装填する際には、図４に示すように使用位置に
ある排紙トレイ２０を鎖線で示すようにガイドピン５４を支点にして上方に回動して起立
させ、この状態で給紙トレイ１９の上に複数枚の印刷シート４０を重ねて装填する。そし
て位置決め部材５９をスライド操作してその印刷シート２０が互に揃って所定の位置に定
置するように位置決めする。この後、起立している排紙トレイ２０を下方に回動して使用
位置に戻す。
【００６７】
　ところで、排紙トレイ２０を誤って使用位置からその前方側にずれ動かしたような場合
には、排紙トレイ２０が下方に移動し、この移動で排紙トレイ２０が給紙トレイ１９の上
の印刷シート４０に当って印刷シート４０の給紙に支障が生じることになる。
【００６８】
　しかしながら、給紙トレイ１９に印刷シート２０が収容された状態で排紙トレイ２０を
使用位置から収納位置に移動させようとすると、収納位置に到達する手前の位置で印刷シ
ート４０の幅方向の縁部にガイド溝５２内をスライドするガイドピン５４が突き当たって
排紙トレイ２０の移動が阻止され、ユーザは異常な取扱をしたことを手指の感触から認識
することができる。また、外観上においても、排紙トレイ２０が下方に移動すると、排紙
トレイ２０と給紙トレイ１９との間隔が狭まり、この正常な使用状態とは異なる外観的な
変化により排紙トレイ２０が正規の収納位置にないことがユーザにより認識される。した
がって、これらの異常を認識することでユーザが排紙トレイ２０を元の正規の使用位置に
戻すようになり、これにより排紙トレイ２０が誤った位置に放置されて印刷シート４０の
給紙に支障が生じるような事態を避けることができる。
【００６９】
　印刷の作業が終了した後には、使用位置にある排紙トレイ２０を前方側に押し動かす。
この操作により排紙トレイ２０のガイドピン５４がガイド溝５２の第２の水平部５２ｃか
ら傾斜部５２ａを経て第１の水平部５２ｂに移行するとともに、支持脚５５が浅溝部５６
ｃから傾斜溝部５６ｂを経て深溝部５６ａに移行し、これにより排紙トレイ２０が下降し
て給紙トレイ１９の上面にほぼ密着する収納位置に配置する。
【００７０】
　この後、位置決め部材５９を給紙トレイ１９の前方側に押し込み、この位置決め部材５
９で前記排紙トレイ２０を係止して収納位置にロックする。
【００７１】
　次に、上面に排紙トレイ２０を密着するように重ね合わせた給紙トレイ１９をピン５０
を支点にして上方に回動し、図７に示すように、装置本体１の背面１５の凹部１６内に収
納する。
【００７２】
　排紙トレイ２０は給紙トレイ１９の上面に密着するように、給紙トレイ１９に対してコ



(8) JP 4556406 B2 2010.10.6

10

20

30

40

50

ンパクトに収納され、更にその給紙トレイ１９が排紙トレイ２０と共に装置本体１の凹部
１６内に収納され、このため印刷装置の不使用時にはその印刷装置の全体を小型でコンパ
クトな形態とすることができる。
【００７３】
　給紙トレイ１９には排紙トレイ２０が一体的に組みつけられており、したがって給紙ト
レイ１９及び排紙トレイ２０をその給紙トレイ１９を上方に回動する１回の操作で、給紙
トレイ１９及び排紙トレイ２０を簡単かつ能率よく装置本体１の凹部１６内に収納するこ
とができる。
【００７４】
　給紙トレイ１９を装置本体１の凹部１６内に収納したときには、その給紙トレイ１９に
より装置本体１の操作手段としての各カードスロット２１ａ～２１ｄ及び給紙口１７、排
紙口１８がそれぞれ覆われる。このため各カードスロット２１ａ～２１ｄ及び給紙口１７
、排紙口１８を保護することができ、また図７に示すように印刷装置の全体の外観がすっ
きりし、良好な外観を保つことができる。
【００７５】
　図８及び図９には第２の実施形態を示してあり、この実施形態においては、給紙トレイ
１０の上に排紙トレイ２０がリンク機構８０を介して連結されているとともに、付勢手段
としてのスプリング８１により排紙トレイ２０が上方に弾性的に付勢されている。
【００７６】
　リンク機構８０は、一対のリンクバー８０ａ，８０ｂを備え、一方のリンクバー８０ａ
の一端側の端部が給紙トレイ１９にピン８２を介して回動自在に枢着され、他方のリンク
バー８０ｂの一端側の端部が排紙トレイ２０にピン８３を介して回動自在に枢着され、双
方のリンクバー８０ａ，８０ｂの他端側の端部がピン８４を介して互に回動自在に枢着さ
れている。
【００７７】
　そして各リンクバー８０ａ，８０ｂの他端側の端部の外面にそれぞれストッパ８６，８
７が取り付けられ、これらストッパ８６，８７が互に当接することにより、図８に示すよ
うに、給紙トレイ１９と排紙トレイ２０との間隔が所定の間隔に保たれ、排紙トレイ２０
が使用位置に支持される。
【００７８】
　排紙トレイ２０を使用位置から収納位置に移動させる際には、排紙トレイ２０をスプリ
ング８１に抗して下方に押し下げる。押し下げられた排紙トレイ２０は係止機構８８によ
り係止されて給紙トレイ１９の上面にほぼ密着する収納位置に係止される。
【００７９】
　また、収納位置から排紙トレイ２０を使用位置に移動させる際には、係止機構８８を解
除する。この解除により排紙トレイ２０がスプリング８１の付勢力で自動的に上昇し、前
記ストッパ８６，８７の互いの当接により排紙トレイ２０が所定の高さの使用位置に定置
する。
【図面の簡単な説明】
【００８０】
【図１】本発明の一実施形態に係る印刷装置の正面側から見た外観斜視図。
【図２】その印刷装置の背面側から見た外観斜視図。
【図３】その印刷装置の排紙トレイが給紙トレイに対して収納されているときの状態を示
す側面図。
【図４】その印刷装置の排紙トレイが給紙トレイから開離した使用時の状態を示す側面図
。
【図５】その印刷装置の給紙トレイ及び排紙トレイを示す平面図。
【図６】その印刷装置の内部構造を示す説明図。
【図７】その印刷装置の全体の外観を示す斜視図。
【図８】本発明の他の実施形態における給紙トレイと排紙トレイを示す側面図。
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【図９】その給紙トレイと排紙トレイを連結するリンクバーの一部を示す側面図。
【符号の説明】
【００８１】
　１…装置本体
　１９…給紙トレイ
　２０…排紙トレイ
　２５…ピックアップローラ
　２６…給紙レバー
　２７…搬送路
　２８…駆動ローラ
　２９…加圧ローラ
　３０…紙センサ
　３１…搬送路
　３２…ガイドレール
　３３…キャリッジ
　３４…印刷ヘッド
　３５…紙センサ
　３７…従動ローラ
　４０…印刷シート
　５０…ピン
　５１…起立壁
　５２…ガイド溝
　５４…ガイドピン
　５５…支持脚
　５６…摺動溝
　５９…位置決め部材
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